
と
し
た
る
撃
校
氣
風
の
作
興
を
期
す
、
此
の
外
職
員
間
の
親
睦
和
協
を
闘

る
為
の
歴
誼
園
体
を
結
成
し
槻
宜
懇
親
會
遠
足
会
等
を
催
し
て

一
致
協
力

の
氣
風
を
喚
起
す
る
に
努
む

二
十
一
日
羅
津

⑮

興
亜
青
年
勤
労
報
国
隊

昭
和
十
四
年
の
夏
休
み
中
、
工
芸
科
鋳
金
部
助
教
授
内
藤
春
治
と
四
年
生
生

徒
益
田
卯
咲
（
油
両
科
）
、
石
川
正
夫
（
彫
刻
科
塑
造
部
）
、
大
村
正
夫
（
同
木

彫
部
）
、
鈴
木
幸
乎
（
エ
芸
科
彫
金
部
）
、
小
林
道
彦
（
図
画
師
範
科
）
ら
五
名

が
興
亜
宵
年
勤
労
奉
仕
隊
に
参
加
し
て
禍
裟
へ
渡
っ
た
。『
東
京
美
術
』
第
十
八

号
（
昭
和
十
五
年
二
月
）
所
載
の
参
加
者
の
報
告
密
（
内
藤
、
益
田
、
小
林
、
大

村
執
筆
）
と
大
村
、
石
升
両
氏
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
は
各
学
校
か
ら

生
徒
五
名
す
つ
が
選
ば
れ
、
監
督
名
そ
の
他
が
加
わ
り
、
千
余
名
の
隊
が
編
成

さ
れ
、

美
術
学
校
と
し
て
は
本
校
の
外
に
京
都
絵
画
専
門
学
校
が
参
加
。
骰
用

は
全
て
国
が
負
担
し
た
。
出
発
に
先
き
立
っ
て
内
原
に
於
い
て

一
週
間
ほ
ど
厳

し
い
集
合
教
育
が
行
わ
れ
、
七
月
十
七
日
朝
、
隊
は
武
装
を
整
え
て
内
原
を
出

発
。
東
京
に
珀
い
て
宮
城
奉
拝
、
明
治
神
宮
参
拝
な
ど
を
行
い
、
帝
大
法
文
経

二
号
館
地
階
で
夕
食
。
こ
こ
で
本
校
生
た
ち
は
佐
々
木
卓
、
岡
四
郎
、
古
四
栢
吉

却
、
北
冊
大
介
ら
学
校
載
員
の
激
励
と
士
産
の
廿
納
豆
な
ど
を
受
け
取
り
、
各

家
族
、
友
人
ら
に
別
れ
を
告
げ
、
次
い
で
黒
河
独
立
隊
歌
を
合
唱
し
つ
つ
上
野

駅
に
向
け
て
行
進
し
、
再
び
校
友
、
先
翡
ら
に
見
送
ら
れ
て
列
車
に
乗
り
込
ん

だ
。
翌
朝
、
大
隊
は
新
氾
に
到
府
。
軍
用
船
松
葉
丸
に
乗
り
込
ん
で
、
市
長
の

壮
行
の
辞
、
小
学
生
た
ち
の
愛
国
行
進

rHl
、
中
学
生
た
ち
の
嘲
肌
妓
隊
、
女
学

生
た
ち

の
「
海
行
か
ば
」
の
合

nnl等
々
に
送
ら
れ
て
出
発
し
、 （

「
特
殊
文
粛
綴
鴨
」
）

に
上
陸
。
満
洲
建
設
勤
労
奉
仕
隊
の
手
帖
と
。ハ
ソ
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
さ
れ
た
。

隊
は
目
的
地
に
よ
っ
て
幾
つ
か
に
分
か
れ
、
本
校
生
た
ち
の
所
屈
す
る
黒
河
部

隊
は
同
日
夜
に
列
車
で
曖
渾
に
向
か
っ
た
。
二
十
四
日
夕
方
曖
渾
済
。
ト
ラ
ッ

ク
に
分
乗
し
て
北
に
ソ
述
領
を
眺
め
な
が
ら
宿
舎
の
某
部
隊
に
着
い
た
。
平
常

の
勤
労
作
業
は
排
水
探
を
掘
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
出
発
前
の
集
合
教
育
と
比

べ
れ
ば
作
業
は
楽
な
も
の
で
、
し
か
も
、
美
術
学
生
は
国
境
地
帯
の
実
惰
調
査

と
慰
問
と
い
う
こ
と
が
派
述
の
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
、
絵
を
描
い
た
り
、
白
樺

の
木
で
彫
刻
し
た
り
し
て
、
そ
れ
ら
を
陸
軍
病
院
に
贈
っ
た
。
時
お
り
は
外
出

し
て
風
物
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
、
内
藤
春
治
は
黒
河
見
学
の
と
き
の
こ
と
を
前

掲
誌
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

輿亜青年勤労報国隊出発式昭和14年7月
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八
月
十
三
日

先
週
の
日
曜
日
は
張
鼓
峯
事
斐
の
紀
念
日
で
外
出
な
く
、
今
日
は
待
ち
に

待
っ
た
大
黒
河
見
學
は
許
可
さ
れ
た
。
風
邪
つ
氣
や
下
痢
氣
味
で
昨
日
は
作

業
を
休
ん
だ
者
も
、
残
さ
れ
て
は
一
大
事
と
相
常
無
理
し
て
朝
か
ら
元
氣
を

誇
張
し
て
見
せ
て
ゐ
る
、
騨
ま
で
は
軍
の
好
意
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
る
、
十
一

時
出
痰
、
黒
龍
江
を
右
に
眺
め
て
高
原
の
中
腹
を
走
る
鷲
が
飛
ん
で
茨
金

子
、
紳
武
屯
を
過
ぐ
れ
ば
間
も
な
く
黒
河
の
街
は
望
ま
れ
た
す
ぐ
騨
に
着

い
た
。
満
洲
國
官
吏
の
案
内
で
繁
華
な
支
那
街
を
通
つ
て
兵
士
ホ
ー
ム
に
案

内
さ
れ
御
婦
人
辿
に
湯
茶
の
接
待
を
受
け
中
飯
を
取
る
、
小
憩
し
て
黒
龍
江

岸
の
小
高
い
慮
に
あ
る
招
魂
社
に
参
拝
す
、
す
ぐ
下
に
は
黒
龍
江
は
洋
々
と

し
て
流
れ
て
ゐ
る
。
劉
岸
ソ
聯
の
ブ
ラ
ゴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
の
街
は
静
か
に

美
し
い
が
江
岸
に
幾
重
に
も
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
鐵
條
網
は
明
瞭
に
観
取
ら

れ
軽
燥
機
の
如
き
は
、
し
き
り
に
遊
飛
し
て
始
め
て
見
る
國
境
は
不
氣
味
に

も
恐
ろ
し
い
。
是
よ
り
江
岸
づ
た
い
に
埠
頭
に
出
る
、
大
筏
は
無
敷
に
繋
留

し
て
其
の
上
に
多
勢
の
婦
女
子
が
遊
ん
で
ゐ
る
、
洗
潅
を
し
て
居
る
者
も
あ

る
、
吾
々
も
其
の
筏
を
越
え
て
五
、
六

0
0噸
位
の
貨
物
船
の
上
甲
板
に
子

仇
の
如
く
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
。
ソ
聯
の
仕
掛
も
猶
能
く
視
よ
う
と
の
心
も

あ
っ
た
。
折
角
束
た
の
で
黒
龍
江
の
水
で
顔
を
洗
つ
て
見
た
。

黒
河
の
街
、
黒
龍
江
の
夕
古
在
は
宜
に
詩
的
だ
っ
た
、
麻
西
亜
人
で
あ
ら
う

涼
風
に
流
れ
来
る
「
ギ
タ
」
の
年
11

に
、
柄
に
も
な
く
惑
偽
に
誘
は
る
4

を
覺

え
た
。何

慮
と
も
な
く
街
を
歩
い
た
、
遇
然
に
も
芝
居
小
屋
の
前
に
出
た
の
で
中

ヘ
這
入
る
相
裳
立
賑
な
舞
点
で
宮
本
武
蔵
張
の
勇
士
が
出
る
。
奴
も
出
る

奴
を
な
ぎ
倒
し
て
ゐ
る
、
忠
臣
ら
し
い
、
何
か
盗
詞
を
云
つ
て
居
る
が
皆

第
三
條

第
一
條

第
二
條

目
解
ら
な
い
、
王
様
の
様
な
人
が
出
て
勇
士
は
平
伏
し
た
。
金
屈
性
の
楽
器

は
や
た
ら
に
唯
し
か
っ
た
、

言
業
が
解
ら
な
い
の
で
十
人
ば
か
り
無
料
で
見

た
。
時
間
も
た
っ
た
し
騨
ま
で
は
大
分
の
距
離
な
の
で
マ
ー
チ
ョ
に
乗
っ
て

蹄
ろ
う
と
之
を
拾
っ
た
が
仲
々
高
い
事
を
云
ふ
、
通
り
合
せ
の
同
邦
人
は
仲

に
入
っ
て
安
く
負
け
さ
し
て
臭
れ
た
、
や
つ
ば
り
日
本
人
は
親
切
だ
。

奉
仕
隊
は
八
月
二
十
一
日
朝
、
兵
士
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
帰
途
に
つ
い
た
。

翌
日
ハ
ル
ビ
ン
着
、
夕
刻
出
発
し
て
新
京
、
奉
天
を
経
て
二
十
―
―一
日
大
連
着
。

大
連
、
旅
順
を
見
学
し
て
二
十
五
日
出
港
、
二
十
七
日
神
戸
に
上
陸
し
た
。

参
加
し
た
学
生
た
ち
の
多
く
は
大
陸
の
風
物
に
魅
了
さ
れ
た
ら
し
い
。
石
川

氏
は
そ
の
た
め
翌
年
卒
業
す
る
や
瀾
洲
へ
渡
っ
て
就
戦
し
、
大
村
氏
も
再
び
満

洲
へ
赴
き
、
蒙
澗
学
院
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
賠
県
の
時
代
は
す
ぐ
そ
こ
に

迫
っ
て
来
て
い
た
。
小
林
道
彦
と
益
田
卯
咲
は
戦
死
し
て
い
る
。

⑯

臨
時
セ
メ
ン
ト
教
室
開
設

昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
、
本
校
が
文
部
省
に
申
詰
し
た
臨
時
セ
メ
ン

ト
美
術
教
室
設
置
の
件
が
許
可
さ
れ
た
。
規
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

臨
時
セ
メ
ソ
ト
美
術
赦
室
規
程

本
校
二
臨
時
セ
メ
ソ
ト
美
術
数
室
ヲ
四
ク

本
赦
室
ヲ
セ
メ
ソ
ト
彫
塑
部
、
セ
メ
ソ
ト
エ
藝
部
二
分
ッ

各
部
修
業
期
間
ハ
一
箇
年
、
授
業
細
目
及
時
敷
ハ
別
二
之
ヲ
定
ム

本
数
室
ノ
定
員
ハ
雨
部
ヲ
合
、
ン
テ
約
十
名
ト
ス

、
但
シ
時
宜
二
依

リ
其
員
敷
ヲ
増
減
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
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